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187 アジア・太平洋の戦い

アジア・太平洋戦争 アメリカ合衆国を単にアメリカと記す。

１）日中戦争（1937年～）は泥沼化 ［南進論の台頭は1940年。ノモンハン事件(1939)・張鼓峰事件(1938)での敗北が原因。］

1940年1月 アメリカは日本に対する鉄屑、航空用燃料等の輸出に制限を加えた。

1940年 ヨーロッパではドイツが電撃作戦でオランダ(5月）、フランス(6月）を制圧した！

【1: 】の対独降伏(6月）････日本はこれで南進論実行を決定！不可欠の前提が後掲 a と b

1940年7月 第二次近衛内閣は大東亜共栄圏構想を発表した。

フランスの対独降伏に乗じた日本は、ヴィシー政権にフランス領インドシナ進駐を認めさせた。

進駐の最大の目的は「援蔣ルート」を絶ち切ることだった。

1940年9月 日本は北部フランス領インドシナに軍隊を進駐させた ① ここまではアメリカは忍耐した。

1940年9月 日独伊三国同盟締結 （日独伊三国防共協定1936とは別もの）････ a

この同盟の締結でアメリカは日本を敵国と見なし、鉄屑と鋼鉄の輸出を全面禁止した。

1941年4月【2: 】あるいは「日ソ不可侵条約」････ b

２）日本は対英米戦争も辞さない覚悟を固めた上で、石油などの資源獲得を目的とした南方進出用の基地を設置するために、

前掲 aとb を不可欠の準備として実行した上で、ついに

1941年7月 南部フランス領インドシナに軍隊を進駐させ、仏領インドシナ全域を占領 ② これ（南部仏印進駐）が重要。

前掲①②を合わせて仏印進駐というが、②（南部仏印進駐）によって、日米交渉中のアメリカは態度を硬化させた！

アメリカは【3: 】の対日輸出を全面禁止！対日資産凍結などで日本を牽制し、日米関係は最悪の事態に！

1941年夏頃から、日本に戦争遂行に必要な石油などの資源を渡さない行動を、アメリカを中心にイギリス、オランダ領イ

ンドシナ（本国はドイツに占領されている）が実施、中国も日本に協力するわけがないので、これら４か国が資源による

経済封鎖を日本にかけている状態となった。特に協定もなく、「【4: 】」（Ａ＝アメリカ、Ｂ＝イギリス、

Ｃ＝中国、Ｄ＝オランダ）という呼称も出所不明。ここで「包囲」とは軍事力包囲ではない。1941年夏頃から、《敵対勢

力が日本を包囲している》様を現す日本側の新聞・放送用語として使われ、日本国民の危機意識をあおることに利用され

た。10月に近衛内閣から【5: 】に交替し、開戦は事実上1941年10月には最終決定されていた。

３）1941年４月から行われていた日米交渉はいきづまり、ついに1941年12月8日、日本は、【6: 】とハワイ【7:

】を同時奇襲攻撃し、【8: 】は勃発した。宣戦布告文書は間に合わず ※1、アメリカ政府は、

真珠湾攻撃を、卑怯な騙し討ちであるとして「リメンバー・パールハーバー」の標語で戦争協力を呼びかけた。少なくな

いアメリカ国民は大戦末期の２個の核弾頭は正義の鉄槌だと今でも信じている。日本では、この戦争を「大東亜戦争」と

呼んだ。ドイツ、イタリアも三国同盟にしたがってアメリカに宣戦布告した。1941年12月以降、第二次世界大戦は、文字

通り全地球規模の世界戦争になった。

Pearl Harbor は「真珠港」であり真珠湾は誤訳だが、あまりにも一般化しているので使用する。南はママラ湾。

４）最初の６ヶ月、日本軍は連戦連勝。東南アジアほぼ全域と南太平洋の島々の多くを占領した。

①アメリカ海軍の主力は大西洋にあった。 （一例）太平洋には米海軍のマトモな空母はたった３隻。

②日本の準備態勢は万全 秘密兵器＝ゼロ戦の性能は米英軍の戦闘機よりも遙かに勝り、搭乗員の操縦スキルも世界一だ

った。太平洋における航空機も艦船の数も、この段階では日本の方が優勢だった。

５）まず香港（41年12月）を占領し、1942年５月までに、マレー半島（１月）、フィリピン(１月）、シンガポール(２月）、ジ

ャワ・スマトラ(３月）、など東南アジアのほぼ全域を占領し、ソロモン（7月）など太平洋の島々にも進出した。占領下

のフィリピン・ビルマでは親日政権を、インドネシアでは親日組織を作らせ、インドシナ・タイには対日協力を声明させ

た。東南アジアの被占領地域では、当初は日本を欧米諸国の植民地支配からの解放者として歓迎したところもあったが、

被占領地域は【9: 】だいとうあきょうえいけん ※2 に組み込まれ、その資源と労働力は日本の戦争遂行のため

に利用された。現地の歴史や文化を無視して日本語や国家神道を強制する皇民化政策を推進したりした。被占領地域のナ

ショナリストの協力を得るために、地元の人々の行政組織や軍隊 ※3 を作らせることもあった。シンガポール・マレー半

島・フィリピンでは住民への残虐行為や捕虜を含む強制労働が多発したため、住民の激しい反感を呼び、各地で激しい抵

抗運動に直面することになった。

≪復習≫1938年11月にも、第一次近衛内閣は声明を発し、「東亜新秩序」の建設が戦争目的だと述べた。それは、日

本、満州国、中華民国の３国の提携で、英米仏が優位を占める旧秩序を否定し、経済ブロックの構築を呼びかけるも

のだった。1938年の段階では、まだ、「大東亜共栄圏」という表現はしていない。

※1 宣戦文書が攻撃開始に間に合わなかったのは事実であり、それが故意か過失かも断定できない。過失でも国際法違反には

変わりはなく、アメリカが電文を傍受・解読して、内容と手交日時を事前に知っていたとしても同じである。これとは別問題

だが、ロストしていた日本の連合艦隊がハワイ方面に向かっていることを大統領は知っていたのではないかとよく言われるが

確認はできない。攻撃直前に空母が出航している。配備直後のレーダーがオワフ島に迫る無数の機影を探知・報告したが無視

されたとされている。両者は一種の戦場伝説の域を出ないが。

※2 大東亜共栄圏構想は1940年7月、第二次近衛内閣によって発表され、《東アジアから白人諸国の植民地支配を廃し、アジア

諸民族の共存・共栄をはかる》ことが目的であるとされた。

※3 元インド国民会議派指導者のスバス=チャンドラ=ボース1897-1945は、日本軍の援助で、マレー半島のインド移民を中心

に「自由インド仮政府」と「インド国民軍」をシンガポールで組織、インド独立の準備をした。東條首相もボースを高く評価。

日本の敗戦後、ソ連との連帯を望んだが飛行機事故で死亡した。
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日本統治下の朝鮮
１）日中戦争の切迫下、【10: 】は一段と厳しく推進された。

既に宮城遥拝、「日の丸」掲揚と「君が代」斉唱の強制は行われていた。

イ）1937年 神社参拝の強要 を決定、全戸に神棚の設置も強制、「皇国臣民の誓詞」を制定して斉唱を義務付けた。

ロ）1938年 実質的な徴兵制実施。「朝鮮人の日本兵」は汚れ仕事や捕虜尋問などの任務を多く命じられ、死んだり重傷を

負ったりしても戦後何の補償もない。年金もない。学校（教師と警察官は皆日本人）では、日本語常用・朝鮮

語禁止。一般社会でも同様。

ハ）1939年 【11: 】･･朝鮮人から、姓名まで奪い、日本式に変えさせる。

創氏：新しく姓（家の名）を創る、改名：名（個人の名）を変える。

ニ）1941年 徴兵制度の実施（実質38年からそうだったが）

２）①「従軍慰安婦」②「強制連行」 も戦時下のことだった。①は1937年以降、朝鮮人の若い

未婚女性を騙して日本陸軍の「慰安所」要員として中国や東南アジア戦線の駐屯地等に送り

こみ、日本軍将兵に対してその意に反する性的サービスを強制したとされること。②はアジ

ア=太平洋戦争中、徴用などの方法で朝鮮人の労働者を大量に日本の工場や現場に実質上強

制的に連れてきて、ほぼ無償で実質上強制的に働かせたとされること。

３）「朝鮮人日本選手」 ベルリンオリンピック(1936年）のマラソン競技で孫基禎 ソンキジュン

選手は優勝のテープを切った。彼の国籍は日本。「東亜日報」（今も韓国の代表的日刊紙）は

ゴールの瞬間の写真を修正し、胸の「日の丸」を白く塗りつぶした写真を掲載して無期限発

行停止処分になった。

「大東亜共栄圏」の綻び
１）日本はビルマ・フィリピン(1943)、ヴェトナム・ラオス・カンボジア(1945.3)を、日本軍の監督下に形式上独立させたが、

得るところはなかった。日本軍に協力するタイやビルマの政権内部にも連合国に通じる秘密組織が存在した。

タイは英米に宣戦したが、1945.8.16に宣戦無効を宣言し、連合国に認められたため、敗戦国としての扱いを免れた。

２）中国戦線では第二次国共合作後の激しい抵抗、特に1930年代末には、第八路軍など共産党軍の抵抗に苦戦した。日本軍は、

華北の抗日根拠地に対して【12: 】さんこうせいさく と呼ばれる徹底的な破壊作戦を実施したが、中国人民の抵抗

は強まる一方だった。

３）蒋介石は連合軍中国戦区総司令になった。

1942年 アメリカは中国への経済援助と武器の貸与を行った。

1943年 アメリカ、イギリスは、アヘン戦争以来の不平等条約の破棄を宣言した。

傾く戦線 開戦6か月後の大敗北以降。

１）日本軍最初の大敗北は、1942年6月5日の【13: 】である。北太平洋ハワイの北西にあるミッドウ

ェー島沖で、日米の空母機動部隊が激突したが暗号が解読 ※4 され、作戦は漏れていた。米空母を発見し、第二次攻撃隊

が爆弾を魚雷に付け替える作業に手間取る内に、低く垂れ込めた雲の上を米空母艦載機が接近していた。ミッドウェー島

攻撃から戻ってきた第一次攻撃隊は獅子奮迅、よく闘ったが防ぎきれず、爆撃で飛行甲板上の危険物が次々と誘爆、日本

海軍は主力４空母を全て失い中部太平洋での制海・制空権の優位性を失った。これ以降、日本が太平洋で勝てる見通しは

なくなった！

２）1943年２月 【14: 】で敗北････これ以降、基本的に負け戦の連続！

1943年２月は独ソ戦の転換点であるスターリングラードの戦いが始まった時期でもある。

－－－－－約１年間分省略－－－－－－

３）1944年6月のサイパン島陥落（＝マリアナ諸島）は本格的本土空襲を可能にした！【15: 】の島々に急造さ

れた滑走路から離陸した世界最大の長距離爆撃機B-29にとって、北海道を除く日本本土の大半は往復航続距離内にあった。

本格的本土空襲は1944年11月以降実施され、わが国の工業地帯、大都市の大半が焦土と化した。1945年２月、【16:

】の日本軍は全滅しアメリカ空軍は日本への中間地点に基地を得て一層空爆がやりやすくなった。最悪の例は1945年３

月９日～10日の東京大空襲である。見るべき軍事目

標のない都市に対する無差別爆撃は国際法違反の疑

いがあるが、これらが裁かれたことはない。広島・

長崎に対する核攻撃も無差別爆撃に該当する。

戦後復興は一面の焼け野が原から始まったというの

は、たとえ話ではない。

※4 アメリカ軍は、暗号解読によって1942年６月初めに日本

の空母艦隊が地点「AF」を攻撃することが分かったが「AF」は

未解読だった。ミッドウェー島の米軍基地から米本土へ「真水

が足りない」という平文電報（普通の英文）を打たせたところ、

日本の通信基地から大本営へ「『AF』では水に不足している」

という暗号電文が発信された。敵に作戦地を教えるようなこの

電文はフェイクだという説は退けられ、アメリカ軍は待ち伏せ

攻撃を準備した。
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